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平成 30年度第２回 岡山県総合教育会議 議事録 

 

１ 日 時 平成 31年１月 25日(金)〈開会：13時 10分、閉会：13時 50分〉 

 

２ 場 所 県庁３階第１会議室 

 

３ 出席者 知  事 伊原木 隆太 

      教 育 長 鍵本 芳明 

      教育委員 上地 玲子  中島 義雄  松田 欣也 

           梶谷 俊介  田野 美佐 

      総社市立総社中学校長  加賀 英範 

 

４ 協議事項に係る出席者の発言 

 

【知事】 

皆様、大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。 

本日の会議のテーマは、「学力向上」についてであります。学力向上につきましては、

新プランにおいて「教育県岡山の復活」を最重点戦略に位置付け、各種施策に取り組ん

できたところです。昨年４月に実施された全国学力･学習状況調査では、小・中学校とも

大変厳しい結果となっております。この厳しい結果をしっかりと受け止め、子どもたち

一人一人の状況に応じて早期につまずきを解消し、その学年で身に付けるべき学習内容

を確実に定着させる必要があります。特に中学校においては、教員の意識改革、生徒の

やる気を引き出すための授業改善や補充学習、家庭学習指導のさらなる徹底が不可欠と

考えているところであります。 

 本日は、授業改善や家庭学習の習慣化に向けた効果的な取組により成果を上げている、

総社中学校の加賀校長にもご出席いただいております。皆様方には、学力向上に向けた

課題や来年度の取組等について、忌憚のないご意見を頂きたいと考えております。どう

ぞよろしくお願いします。 

 それでは、現状とこれまでの取組等について、説明をお願いします。 

 

【義務教育課長】 

 資料１ページをご覧ください。 

 まず、学力状況のうち、上段の小学校の平均正答率の推移については、平成 26年度以

降、順調に全国平均に近づき、上回る状況もあったところでございますが、今年度は下

がっている状況でございます。その下の中学校におきましても、同様に少しずつではご

ざいましたが上昇傾向にあったものの、今年度は下がるとともに、平成 26年度以降、こ

れまでずっと全国平均を下回る状況が続いております。 

 次に、下段の学習状況でございます。県教委として、最も課題意識を持っております
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のが、中学校３年生の家庭学習時間でございます。四角囲みのグラフの通り、家庭学習

を１時間以上している生徒の割合が、全国では小学校６年生のときの 63％が中３になる

と 71％に増えている一方、本県におきましては、小学校６年生の 66％が中３になると

60％に減ります。つまり、小学校のときよりも中学校のときのほうが家庭学習をしてい

ないという、全国的に見て厳しい状況となっているところでございます。 

 裏面の２ページをご覧ください。 

 こうした結果を踏まえ、８月以降でございますが、家庭学習時間で成果を上げている

学校の取組を収集、検討し、上段四角囲みの中にある取組を好事例の一つとして、県内

中学校に普及を始めたところでございます。 

 また、11 月に全小・中学校で今年度身に付けるべき学習内容がどの程度身に付いたか

を、過去の全国調査問題で調査をし、課題のあった内容を年度末までにはしっかりと復

習し、身に付けた上で次の学年に進級するよう、学校に対し指示しているところでござ

います。 

 現状とこれまでの取組につきましては以上でございます。 

 

【伊原木知事】 

 では、加賀校長先生に発表をお願いします。 

 

【加賀校長】 

総社中学校の校長の加賀と申します。よろしくお願いします。 

 それでは、本校の取組を「望ましい学習習慣と基礎学力の定着をめざした取組」とい

うことで紹介させていただきます。 

 まず、総社中学校は、総社市西部を学区にしております。全校生徒 239 名、学級数は

９クラスという中規模校であります。生徒の特徴は、純朴で明るく落ち着いた学校生活

を送ることができています。また、学校行事等には積極的に取り組む活発な生徒が多く、

野球部は昨年、今年度と、２年連続で秋の県大会に優勝するなど、部活動も非常に盛ん

であります。ただ一方で、確かな学力を身に付けさせるという課題もあり、家庭での学

習習慣の定着に力を入れて取り組んでいるところです。 

 ご覧の資料が、平成 29 年度の全国と県の学力･学習状況調査の結果です。まず、上の

段が県の平均正答率との差ということで、赤字が県の平均を下回っているもの、黒字が

上回っているものを表しています。見ていただくと分かりますように、１年生は国語も

数学も県平均並み、２年生、３年生の国語と３年生の数学は、県平均を下回っている状

況でした。 

 続いて下の段、平日の学習時間です。１時間以上していると回答している生徒の割合

については、１年生が県平均を下回っているという結果でした。これを踏まえて、国語

Ａ、数学Ａというところの、Ａ問題というのは、基礎学力を問う問題でありますので、

本校の生徒は基礎となる学力が不足しております。また、２、３年生は、家庭学習はで

きているものの、それが基礎学力にはなかなか結び付いていない。そして、１年生は家
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庭学習の時間が不足していることが課題として見えてきました。 

 そこで本校では、まず分かる授業の実践と家庭学習を結び付けていくこと、それから

生徒が家庭学習に取り組みやすくなる環境を整えること、そして、授業でつまずいてい

る生徒の支援をしていくことに重点を置き、幾つかの取組をしていくことにしました。 

 まず、取組の一つ目として、授業については、「岡山型学習指導のスタンダード」に則

った授業スタイルを徹底しております。「めあて」と「まとめ」「振り返り」を大切にす

ること。そして、授業の中で協同学習やペア学習の場面を設定すること。そして、前の

授業のポイントを復習する小テストや単元テストを導入し、基礎学力の定着を図ってい

くという方針で授業を進めております。そして、学校全体で「分かる授業」を目指して

授業改革に取り組んでいる状況です。 

 それから、取組の二つ目として、家庭学習の習慣化について取り組んでおります。 

 まず一点目は、新入生に対し、家庭学習のしかたを説明した学問のすすめというもの

を配布しています。二点目に、課題を見える化する工夫として、写真にある課題一覧ボ

ードを教室の背面黒板に設置しております。教科ごとに、課題の内容、提出日等を記入

できるコーナーを作り、いつでも課題が目に入り、意識できるようにしています。そし

て三点目は、土日の家庭学習を計画的に進めるための週末課題表を配布しています。 

 この週末課題表は、資料に載っているペーパーです。土日にしなければならない５教

科の宿題内容、提出日を示した用紙で、金曜日の帰りの会までに教科担任がデータとし

て打ち込み、それを生徒一人一人にペーパーとして配ります。生徒は、それぞれの宿題

にかかった時間を記入し、月曜日に担任に提出するというシステムにしております。こ

れにより、生徒に土日の課題を意識させ、計画的に課題に取り組ませることができ、生

徒が、家庭学習にかけた時間を把握することができます。そして、保護者に見てもらい、

宿題への声掛けをしてもらうなど、家庭での協力体制をつくることができるのではない

かと期待し、昨年度より取組を始めています。 

 なお、生徒がこのペーパーに記した、宿題にかかった時間等の集計担当は、業務アシ

スタントに全て任せております。 

 この週末課題表の成果についてですが、昨年３月に１、２年生対象にアンケートをと

りました。まず、「週末課題表は役に立ちましたか」という問いについては、ほとんどの

生徒が肯定的に捉えてくれました。次に、「計画的に学習できましたか」という問いにつ

いては、８割以上の子が「できた」と答えてくれました。そして、保護者のかかわりに

ついては、半数の保護者が気にしてくれていたかなという結果になっています。さらに、

家庭の協力を呼び掛けるため、今年度はＰＴＡ総会でこの取組を紹介しました。 

 そして、宿題にかかった時間等についての集計を見ると、１学期から３学期にかけて、

どの学年も家庭学習の時間が伸びたという結果が出ました。 

 続いて、取組の三つ目として、放課後学習のほうにも力を入れております。放課後学

習の対象者は、宿題未提出者や授業中の小テスト等で基準点に達しなかった生徒です。 

 目的として、一点目は授業・家庭学習で必要な基礎学力が定着しきれなかった生徒へ

の補充ということがあります。二点目としては、家庭学習の習慣化への支援という意味
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合いがあります。どうしても放課後ということになりますと、中学校の場合、部活動と

の兼ね合いが問題になりますが、本校の場合、部活動よりもこの放課後学習を優先する

ということを部活動の保護者会等でも申し合わせをしており、放課後学習をさぼって部

活に参加する生徒があれば顧問からも指導するという体制ができております。そういう

こともあり、生徒も放課後学習優先の原則をよく理解しており、エスケープする生徒は

ほとんどおりません。 

 本校の基礎学力と家庭学習習慣の定着を図る仕組みを図式化してみますと、まず学校

では分かる授業を工夫し、その学習内容を振り返る課題を出します。そして、次の授業

でその確認テストを実施し定着を把握します。定着が不十分な生徒は、放課後学習でさ

らに補充していくというサイクルを設けております。基礎学力の定着を図る上で、家庭

学習の習慣は重要で、それを促進するため、課題一覧ボードで週末課題一覧表の取組を

工夫しているというのが本校の取組の特徴と思っています。 

 次に、昨年一年間取り組んだ「成果と課題」でございます。資料の中の赤字で示して

いるものが、平成 30 年度の全国・県の学力･学習状況調査の結果です。全て、県平均と

の差をポイントで表しています。右側の黒で示したものは、１学年前の状況を県平均と

の差で表しております。 

 まず、県の平均正答率との差を見ますと、現在の３年生の国語Ａについては、２年生

のときと比べると明らかに差が縮まっております。そして、現在の２年生については、

国語、数学とも、１年生のときよりも県平均を大きく上回る結果を出してくれています。

それから、平日の家庭での学習時間については、１時間以上学習する生徒の割合は、２

年生、３年生とも大きく伸びておりますし、また計画的に学習できていると答えてくれ

ている生徒も、県平均を大きく上回ることができました。このことから、本校での取組

が計画的に学習に取り組む習慣を身に付けることに効果的であったということと、授業

でつまずいた生徒を補充学習で救うことになり、基礎学力の向上にもつながったと考え

られます。 

 平日１時間以上家庭学習をする生徒の割合を、県平均と比較してグラフ化してみまし

た。本校の３年生が１年から３年にかけて、１時間以上家庭学習する生徒の割合を青、

２年生を緑色、そして県平均を赤で示しております。本校の３年生、２年生についても、

それぞれ昨年よりも伸びている状況です。ただ、一方で課題もあります。実は本校では、

国語、数学とも活用力・応用力、一般にＢ問題と言っているところが弱いというところ

があります。現在、その活用力や応用力を育成していくため、主体的、対話的で深い学

びの実現とともに研究を進めている状況です。 

 以上が、本校における学力向上に向けての取組であります。 

 

【伊原木知事】 

ありがとうございました。 

 この週末課題表は、どれぐらい前から取り入れられているのですか。 
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【加賀校長】 

一昨年の春、ゴールデンウィーク明けぐらいから始めました。 

 

【伊原木知事】 

先ほど、平成 29 年度と 30 年度で点数がこれだけ変わりましたよというあたりは、本

当にこの週末課題表を含めたいろんな取組がまだできていなかった、定着していなかっ

た頃と、取組の成果がしっかりと出ている頃の差ですね。 

 では、こういったプレゼンテーションも踏まえまして、学力向上についてどういった

取組に力を入れていくべきかなど、皆様にご意見をお聞かせいただけたらと思います。 

  

【教育委員】 

ありがとうございました。 

 この課題一覧ボードの取組は、すごく良いなと思いました。中学校になりますと、各

教科の先生がそれぞれ課題を出されますから、量が分からないですよね。やたら英語の

先生の課題が多かったり、じゃあ数学も負けずと出したりすると、結局量が多すぎて生

徒さんができなくなってしまうこともあるのですが、このように一覧で出ると、お互い

に量を確認しながら調整するようになるのかなと思います。 

 １つ聞きたかったのは、週末課題表を「金曜日の午前中までに各教科担当が打ち込む」

とあるのですが、遅れたりすることはないですか。皆さん、きちんと守られるのですか。 

 

【加賀校長】 

大体打ち込んでくれているので、遅れることは今まではあまりなかったと思います。 

 

【教育委員】 

量の調整なんかも、お互いにどうしようという話などもするのでしょうか。 

 

【加賀校長】 

そのあたりは、教員側にも非常にいい効果がありました。最初は、宿題量は教科によ

ってかなり差がありましたが、ボードが教室の見えるところにありますので、教員同士

が見て、情報交換しながら調整することで、子どもたちがかける時間も大体均等になり

つつあるという状況です。教科間の宿題量の差は、本当になくなってきたと思います。 

 

【伊原木知事】 

かかった時間というのも、ここへちゃんと書いてありますから。 

 

【教育委員】 

校長先生、ありがとうございます。とても良い取組をされておられて、私たち教育委

員会や各市町村教育委員会は、それぞれ学校ごとにいろいろな取組をされて、例えば学
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力の問題であれば、我々の側からすると全国順位を少しでも上げていくためにどうして

いこうかというような目標を立てて取り組んでいます。そこで、今の子どもたちの実情

を教えてほしいのですが、課題として家庭学習の時間が短いといったときに、子どもた

ち自身のそれぞれの目標設定というのは、現状はありますか。例えば、学校全体の目標

が家庭学習１時間として、私は２時間にしようとか。それに向かって、子どもたちがチ

ャレンジして努力していくなど、分かりやすいツールがあれば、子どもたちの学力向上

にもつながると思うのですが。 

 

【加賀校長】 

日々のそういう目標というのは、なかなか難しいところがあると思います。週末課題

表について、生徒たちの声を聞いたところ、同じような宿題が毎週出るわけですが、例

えば国語では、この間は 30 分かかってしまった。そこを、今回は 20 分でできたとか、

時間の効率化ができたということについては、非常に喜びを持っているという話を聞く

ことがありました。ですから、週末課題表が出たら、今度はこれを何分で片付けてやろ

うというような目標は、生徒たちの中にできつつあるのかなと思います。 

 

【教育委員】 

子どもたちの学習に対するやりがいなどを高めていく必要があるのではないかなと私

は思っています。それで、少し聞かせていただきました。 

 

【教育委員】 

校長先生、ありがとうございました。 

 週末課題表というのは、すごく良い取組だと思います。中学生というのは、結構それ

ぞれ個人が管理していたので、結局先生方も出しっぱなしで、そのまま提出物が出てな

いという状態があったのを、これをすることによって子どもたちも把握できると思いま

すし、保護者も見られるので、とても良いことだと思います。 

 それでお聞きしたいのが、家庭学習で未提出の生徒さんがおられたところ、これをす

ることによってどれぐらい改善していったのかということです。先生が週末課題表を見

ることによって、結局は担任の先生も、それぞれ顧問の先生も、誰が何の提出物が出て

ないというのが把握できるので、子どもたちとコミュニケーションがだんだん取れるよ

うになったと思います。子どもによっては、先生に聞くと「こんな問題も分からないの

か」というようなことを言われたりして、もう聞けなかったという実際の話も聞いたこ

とがありますが、そういう中で、これをすることによって先生と生徒との距離がどう縮

まっていったのですか。 

 

【加賀校長】 

やはり、放課後子どもたちと接する時間が増えますので、人間関係は確かに良くなっ

ていると思います。特に、授業等で分かっていない子を個別に指導していくということ
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で、分からないところを丁寧に教えていく。逆に、子どもたちは、教えてもらって分か

ったという喜びを得ることができる。そういうところでは、人間関係は本当に良い方向

に向かっていると思います。 

 

【教育委員】 

非常に成果が出ているようですが、実際はどうですか。クラスによって、上手く回っ

ているところや回っていないところがあるのではないかなと思います。おそらく、私た

ちの立場からすると、こういうふうにできるのであれば全部の学校でやればいいじゃな

いかとなるのですが、実際にやっていく中で、この辺が課題だというところがあれば教

えてください。例えば部活動より放課後学習を優先するといっても、中学校の場合だと

教科がいろいろですよね。ですから、逆に言うと、生徒によっては、この教科はできて

いるけどこの教科はできていないと。そこを放課後学習で先生がどうフォローしながら

やれるのか、なかなか難しさがあるのではないかと思うのですが。 

 

【加賀校長】 

まず、放課後学習の実施については、各教科担当の先生にお任せしています。本校で

は大体、水曜日は全ての部を休みにしているので、そこの日に集中しがちです。でも、

各教科で何曜日はどの教科に使用という形の打ち合わせをしながらやっているので、大

体宿題を出せない子とか、残らなければいけない子はどの教科も重なってくるというこ

とがあるので、その辺の調整は各学年団の教科担任でやってもらっています。 

 できるだけ、子どもたちが参加しやすいようにということで、「放課後学習に来なさい」

とか「今日居残りする人」というような感じの貼り出しのような形より、「今日の放課後、

学習会への招待状を渡します」という形で、できるだけ子どもたちのハードルを低くす

る工夫をしてくださっています。 

 ただ、やはりおっしゃるように、教科によっては放課後学習の頻度というのは違いま

す。数学とか国語とかは結構多いですが、社会や理科は頻度が少ないとか。そういうと

ころは単元でまとめてやろうというふうな形をとっています。 

 

【教育委員】 

放課後学習は、クラス単位なのか、それともクラス横断的にあるのですか。 

 

【加賀校長】 

横断的に、学年まとめてやるという形になります。 

 

【教育委員】 

そうすると、クラスとはまた違う生徒さんの並びになるわけですね。 
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【教育委員】 

素晴らしいお話、ありがとうございました。 

 「基礎学力を定着するサイクル」とありましたが、分かる授業と家庭学習と、それか

ら確認をして、さらにちゃんと補充を行っている。やるべきことをきちんとそれぞれや

られて、結果を出されているという感じがします。たぶん、やるべきことというのはあ

る程度決まっていて、それをいかに徹底できるかだと思います。例えば、それをちゃん

と徹底された結果として成果が出たということだと思います。やはり、これは各学校で、

やるべきことというのは毎回言われることは一緒だと思うので、やっぱりきちんとこれ

を徹底することも重要だということを、お話を聞いていて感じました。 

 そうは言っても、確かに先生によってできる、できないということがあると思います。

その辺はどういうふうにフォローされているのですか。先生によって、できる、できな

いとか、実際はあると思うのですが。その辺のフォローはどのようにされていますか。 

 

【加賀校長】 

例えば、３年生の英語はかなり学力的にてこ入れが必要なのですが、ただ、本当に英

語の先生は忙しい先生で、なかなか放課後はできない。だったら、長期休業中にまとめ

てやろうということで、長期休業中に３年団の先生がみんな出て英語の勉強を教えてい

ます。放課後ではない補充学習的な時間を設けてやってくれたりもしています。やはり、

先生の持っている分掌等により、なかなかできづらい教科というのもあります。 

 

【教育委員】 

もう一点、Ｂ問題が今弱いということで、どういうことを今後はやっていかれる方針

ですか。 

 

【加賀校長】 

活用力・応用力、特に本校では文章を書く力が非常に弱いということがあります。今、

大切にしていこうとしているのが、授業の最後にまとめをしていますので、そこで振り

返りをしたりまとめをしたりするところで、子どもたちに文章を書かせようと。例えば、

この文字を使ったまとめにしようとか、接続詞を入れて２文で書こうというふうな工夫

をしながら、書く力を高めていこうということをやっています。 

 それから、授業の中で協働学習を入れていこうということをやっているのですが、そ

の中でもしっかり教員の側から、いろんな考え方が出てくるような質問を工夫した協働

学習をしていこうとしています。単なる教え合い学習の協働ではなく、子どもたちの意

見や考えを引き出す、そういう協働学習を工夫していこうという取組を今考えています。 

 

【教育委員】 

ぜひ、よろしくお願いします。 
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【加賀校長】 

どうもありがとうございます。 

 

【教育長】 

取組につきましては、ありがとうございました。 

 県教委としては、今の放課後といいますか、家庭学習の時間が課題なので、全県の学

校について上手くいっている学校とそうでない学校を調べ、その中の一つに総社中学校

があったわけです。要は、総社中学校の例を、さっき全部の学校でやったらいいじゃな

いかという話もあるわけですが、可能な限り横展開をしていこうということで、パター

ン化をしながら進めているところです。 

 我々がいいなと思ったことが２つあります。一つ目は、サイクルできっちり授業と授

業の間を宿題でつないでいくということです。当たり前と言えば当たり前ですが、小学

校では一人の先生がどの教科もやっているので、ここがきっちりできています。二つ目

はフォローアップです。小学校でやると、給食の後ちょっと呼んだり、放課後ちょっと

隣に座らせてということが割合自然にできているのですが、中学校になると教科担任制

になるので、意外とそこのフォローアップができていないということがあります。拝見

させていただいたところでは、サイクルをきっちり回していっているということと、分

からなくなった子どもたちが出た時点で、早い段階で放課後学習というフォローアップ

につなげていっているというところは、とても大事なのではないかなと思います。 

 岡山県は、家庭学習時間が小学校では一番高いのですが、中学校でどんどん落ちてい

くというのは、やっぱり諦めている子どもたちが増えているのではないかと思います。

ということは、やっぱり分からなくなった時点で早いうちに救っていくということが、

とても大事なのではないかということを私たちも考えています。サイクルとフォローア

ップというところが大きなポイントなのかなと思います。今、学校でおできになってい

るようなことを、今度は他の学校でもやっていこうとした場合、校長先生のお考えとし

て、こういうところが課題とか、大事なポイントではないかなと思われるのはどんなと

ころですか。 

 

【加賀校長】 

中学校の場合、どうしても子どもたちは部活動への興味、関心が非常に強いです。そ

のため、結局放課後学習に出る子、出ない子というのが出てきてしまうのですが、その

点については、職員が意思統一して組織で動いていく体制をつくることが、一つ大きな

ポイントになってくるかなと思います。 

 

【教育長】 

その辺は、学校で最初に取り組まれるときも、難しさとか、意見はいろいろあったの

ですか。 
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【加賀校長】 

私の場合、非常に良かったのが、前任校長が意思統一といいますか、組織づくりをし

てくださっており、放課後学習ももう始まっていて、軌道に乗っていたというのは非常

に良かったと思います。 

 

【伊原木知事】 

ありがとうございました。 

 主に、加賀校長の取組に対する質問ということで、我々は勉強になったと思います。

学力向上ということで、今学力がなかなか伸び悩んでいる理由の一つが、岡山県特有の

家庭学習時間が短さ、特に中学生の家庭学習時間が全国平均よりもずっと短い。自分た

ちが小学生だったときよりも短いと。このことについてどうすべきか、もしくは今の教

育長の取組に対する何かご意見等がありましたらお願いします。 

 

【教育委員】 

家庭学習は、自らやりたいと思うかどうかが大きいのだろうなと思います。どういう

ふうな動機付けができるか。そのためにも、分からないままだと家庭学習はできません

から、解け始めると面白くなって続くのでしょうけど、そこら辺のレベル間とのバラン

スがあるのかなと。もしかしたら、宿題とか課題の出し方も、生徒の理解度に応じた違

うものを出すようなことも、ありかもしれませんね。 

 

【伊原木知事】 

そうですね。自分にとっても、分からないものはつらいですし、あまりにも簡単すぎ

るものも、逆の意味でつらいですよね。 

 

【教育委員】 

私がさっき少しお話しさせてもらったことで、家庭学習の、自分の中で目標にできる

ようなことに対する取組をしていかないといけないなと思いました。今は、その初歩的

なところで、家庭学習がきちっとできるようにしないといけないですし、本人がその意

欲に欠けてしまうと、なかなか良くはならないと思います。私も今大きな課題に向かっ

ていて、どんな取組をすればいいのだろうかというのはあります。 

 

【伊原木知事】 

家庭学習は、習慣にするかどうかということが大きいときに、毎日できるとそんなに

つらくないのに、何日か空けてしまう、もしくは毎日課題がないと、かえって定着がし

づらいとかつらいというのがあるそうです。家庭学習についても、ドリルが毎日あった

ら、もうしょうがないな、百ます計算だ、みたいな形でやるのでしょうけど、あるとき

はあるし、ないときはないということが、かえって定着を妨げている面があるのかもし

れません。これぐらいのボリュームの宿題は、もうあるのが当たり前となったほうが、
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かえって習慣化しやすいのかもしれないですよね。 

 もう一つは、大体曜日でボリュームが決まっていると対応しやすいのかもしれないと

いうことです。できれば毎日同じような、もしくは少なくとも曜日によって大体予想が

つくと、習慣化はしやすそうな感じですね。 

 先ほど凡事徹底というお話がありました。凡事徹底をしやすくする取組が、総社中学

はなかなか優れているなと私は思います。頑張る学校の取組でも、一番多く出てきた言

葉が凡事徹底で、我々は別に魔法みたいな取組は必要としていないわけで、一日１時間

なら１時間、２時間なら２時間、きちんと当たり前のように取り組んでくれるためには、

何が必要なのかということを考えていくにあたり、本当に良い取組も幾つかの学校で成

され、かつまた成果として出ていますから、ぜひ横展開してほしいですね。 

 

【教育長】 

やっていこうと思います。 

 

【伊原木知事】 

 どうもありがとうございました。本当に皆様方の期待に沿う良い仕事をそれぞれの学

校でやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。今日はどうもありが

とうございました。 


